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コンビュ-夕が中学校に村人されて数年になるO数学科におけるコンピュータの利川の
主な内容は.当初は ドリル型やチュー トリアル型が中心であったCそして,現在ではコン
ビュ-夕を-つの道具として使うツ-)L,型に重点がおかれるようになってきている｡また,
入力装置もW工NDOWSの流行とともにキーボー ドから.マウスを多様する方向へとか
わりつつある｡ ∫
そこで.今回の教材ソフ トは ドリル型とツール型を組み合わせ.生徒の思考活動を支揺
することを目的として開発し.操作もマウス対応とした｡そしてこのソフ トを描用するこ
とで.生徒の学習活動が効率よくおこなえるだろうと考えた｡なお.取り上げた単元は中
学校 1年の ｢図形の移動｣である｡ここでは,平行移動 ･回転移動 ･対称移動の3つ移動
を学習し,それらを組み合わせることで.どんな位置にでも図形を移動させることができ
ることを理解するものであるO今までは.普通教室で移動の移動の組み合せを作図させて
いたが.思考にかなり時間がかかっていた｡ したがって.コンピュータの利用により. 哩
解が容易になると考えた｡
1 研究の目的
コンビュ-夕の機能である記錨.再生
動画を利用して数学的な思考活動を高め
る｡つまり.コンビュ-夕を利用するこ
とで次のようなことが達成できると考え
た｡
個々の生徒は習熟に応じて問題を選択
することができ.コンピュータの援助の
もとに主体的に学習を進めることができ
るQそして,このことは.思考能力や表
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現力を高めることに効果的であると考え
た｡すなわち.実際の作図では,イメー
ジすることやそれを表現することが雛し
いが.コンピュータを利用すれば.ディ
スプレイ画面上にイメージしたことを容
易に表現できることから,個々の生徒の
思考能力や表現力を高めることができる
と考えたからである｡
2 研究の内容
(1)単元としての目標
平行移動.回転移動,対称移動を組み合
わせることで,図形をどんな位匿にでも移
すことができることを理解する｡
(2)コンピュータ利用の位旺づけ
コンピュータの利用については以下に示
したような流れを考えることにした｡
一 斉 授 業
コ ン ピ ュ ー タ を
利 用 し た 授 業
一 斉･ 授 業
最初の一斉授業では3つの移動を実際に
コンパスや定規を使って作図しながら学習
する｡そして,次にコンピュータを利用し
て思考活動を繰り返しながら,移動の組み
合せを考える｡そして.再び,一斉授業の
なかで移動の組み合せを作図していくo
今までの形態としては.コンピュータを
利用しないで一つ一つの移動を学習した後
すぐに移動の組み合せを考えさせていた｡
今回はこの間にコンピュータを利用するこ
とで,どれくらい学習効果にFt;'留があるか
を研究することにした｡
(3)ソフト開発について
ソフト開発では,個々の生徒の表現力を
茸い‥思考活動を高めるために以下の①～
④のようなことに重点を置いたCなお,⑤
⑥についてはやや苦慮した点である｡
①平行,回転.対称の3つの移動を何回で
も自由に組み合わすことができること｡
②組み合せについて試行錯誤ができるよう
に訂正が容易にできること｡
③思考過程が後で確認できるように,記録
や再生ができること｡
④rE,l皿については.容易なものや刺tLいも
のが出題でき,選択できること｡
⑤平行移動するIS,l所,対称杉山の･L.ulの†止rL7.
回蛇の中心については0.5目盛りii位で
指定できることD
⑥回転移動について.回転の中心は図形の
中.繰上,外などどこにでもとることか
できるようにした｡また.E]転移勤では.
1回に指定できる回転角度は三角定規で
つくれる角 (300,45血,60°.
90血,1208.1508.1800)
を考え.これらの角を組み合わせてでき
る角度をあつかうことにした｡
(4)授業実践
本校の 1年生2クラス (各クラスとも2
8人で計52人)を対象に,それぞれのク
ラスで 1時間ずつコンピュータを利Tlして
授菜実践をおこなったo形態としてはコン
ピュータが20台しかなかったため,2人
で 1台のコンピュータを利用させた｡でき
れば 1人に1台のコンピュータを利用させ
ることを考えていたが.まだ十分にコンピ
ュータに1月rF'れていないことで不安に感じる
生徒も多かったため,2人で相談しながら
学習を進めていく利点もあると考えた｡
前時の復習では.コンピュータのメイン
機 (教師側)から端末搬 (生徒側)への転
送を利用して.3つの移動を確認し.本時
の学習に対するRl味や吉実相君純をもたせたO
次に.ソフトの説明は.できるだけ旧叫に
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おこない.実習のなかで個別に対応するよ
うにした｡
次の図は1時間の授業のおもな流れであ
る｡
粥頚lo介 榊寺の復習の縮詑木崎の目標の提示
ソフトの使用方法の説明
実習30分 記録カードへの記入図形の移動の作成 .記錠
記錦カードは下に示てあるように, 自分
が使っているフロッどの番号と記録番号に
氏名を書かせたものである｡
<図形の記錯カー ド>
フロツどの番号 記録の番号 名 ま え
1
2
3
4
記輯できる場所は 1番～4番までの4箇
所とし,2人で 1枚のプロッピを使用して
いることから.2箇所を1人の生徒に使用
させた｡
次に実習内容であるが.次の図に示した
ように3つの移動を組み合わせて.三角形
Aを合同な三角形Bに重ねようとするもの
である｡なお.三角形の頂点に○がついて
いるのは‥平行移動で座標を指定したとき,
この点がその場所に移るようにしているた
めである｡
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任用方法については以下の泊りである｡
できるだけマウスを仕い,1.lni:作がni川1-にで
きるように考えた｡
･マウスの左ボタンで選んで進むことかで
き.左ボタンで中止するO
･FIOキーで 1番,2番--とrnlRBを進
めることができ.生徒側から自由に間EB
を選択することができる0 1,2番は問
単で.3番以降難しくなる｡
Flキーで 1番の問題にもどることがで
きる｡
<平行移動>
赤い点をどの位置に移したいかを決める
と自動的に三角形が平行移動する｡
<回転移動>
茄初に回転の中心の(立正を決めると,冒
色の点で表示され,次に回転したい角度
を選ぶとその内度だけ左向きに回転移部)U
する｡
<対称移動>
対称の軸 (たての紙のみ)を/火めると反
対側に対称移動される｡
<実行>
移動の組み合せを最初から順に実行する
ことができるので.思考過程を確認する
ことができる｡
<訂正>
lつ前へを選ぶと作成 した移動の組み合
せを1つずつ前へもどすことができる｡
最初へを選ぶと全部消して最初の状態に
なる｡
<ファイル>
1-4番に記爺でき.記辞すると呼出の
位置に番号が表示されるO詑辞 してある
番号にさらに記銀すると前の記辞が消さ
れて新 しい移動の組み合せが記録されるO
呼出の番号を選ぶと記録されている移動
の組み合せを呼び出して手順が順に実行
されるO問題を解かずに記録すると前の
データがクリア-され呼出の番号が消え
る｡
(5)授業中の生徒の梯子
2人で1台のコンピュータを使用させた
ので.互いに操作方法や作図の仕方につい
て相談しながら学習を進めていた｡
意欲的にどの生徒も取り組み.実習時間
は約35分くらいであったが,やや少なか
ったように思う｡また,ふだんはおとなし
くあまり質問などをしない生徒も積極的に
質問することが多かった｡
最後に4-5人の生徒に作図した内容を
発表させた｡何回も移動を組み合わせてい
るものや効率よく移動をしているものを見
て懲動している生徒が多かった｡
(6)授業後の生徒の感想
授業後の生徒の感想にはは次のようなも
のがあった｡また.生徒が実際に作図した
ものがその次の図である｡
･はじめは.ソフ トの使い方がよくわから
なかったが,すぐに慣れT=O
･平行移動と対称移動は簡単だったが,口
転移勤は角度を合わせるのか靴しくて時
間がかかった｡
･回転移動のとき右側 (反対側)にも回転
できればよいのにと.思った.
･何回でもコンピュータが描いてくれるの
でおもしろかった｡
･何回も移動を繰り返 して図形がiEなった
ときは感動した｡
･たくさん問題をやっていくうちに.だん
だんと移動の組み合せ方がわかってきた｡
･いろいろな移動の組み合せ方があること
に気がついたD
･失敗 したときに,もとにもどせるので便
利だった｡
･2人で相談 しながらできたのでよかった｡
･何十回も移gUuしているの-E適の作図をみ
てびっくりした｡
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3 研究の成果と今後の課題
コンピュータを利用した授業ということ
で,どの生徒も興味や関心をもって学習に
取り組めていた｡コンビュ-夕を利用した
ことで,おぼろげなイメージがディスプレ
イ画面上で具体的に表現できたことから.
単元としての目標の3つの移動を使ってど
んな位置にでも図形を移すことができるこ
とは理解しやすかったようである｡とくに
生徒の活動のなかでは.記紀 ･再生を利用
して移動の手JInlを砧詑しなから.移弊J)の組
み合せを修正しているbnj面が多く見られた｡
このことは,ほとんどの生徒が自分でrQl腿
を選び.移動の組み合せ方について試行錯
誤を繰り返しながら主体的に学習を進めて
いくことができたといえる｡
コンピュータを授業の次の一斉授業では.
実際にコンパスや定規を使って移動の組み
合せを作図させたが,コンピュータを利用
していない学年に比べて,組み合せ方を見
つけるのが早かった｡ したがって.コンピ
ュータを利用したことで.生徒の思考能力
が高まったのではないかと思われる｡
しかし.今回の研究ではできるだけ少な
い移動の組み合せを考えさせるまでには至
っていない｡実際に手で作図するとなると.
より簡単で合理的な移動の方法を考えるだ
ろうと思われる｡ したがって,この研究を
深めて合理的な移動の組み合せ77なども考
えさせたいと思っているO
(平成7年4月05日受理)
